
分野名 内容

がん化学療法
・抗がん剤治療インフューザーポンプの管理
・抗がん剤の副作用、軽減方法・副作用対策・セルフケア指導
・内服抗がん薬の管理　・がん薬物療法の曝露対策

がん性疼痛

・痛みと鎮痛薬
・鎮痛薬の使い方
・がんの痛み、つらさに対するケア
　疼痛コントロール、メンタルに対するアプローチ

がん放射線療法

・放射線治療について
　種類など
・放射線治療の副作用
・家族患者への支援方法
　説明や不安軽減方法

緩和ケア

・トータルペインのアセスメントとケア
・症状緩和のための知識、技術
　薬物療法の薬理作用や副作用、症状出現のメカニズムとマネジメント
・エンゼルケア
・コミュニケーションスキルについて

皮膚・排泄ケア

・創傷ケア（褥瘡　スキンテア　創傷など）
・ストーマケア（ストーマ・胃瘻など）
　指導内容、トラブル時の対応、マーキング方法
・排泄（排尿　排便ケア）

感染管理
・各感染症対策について・ﾌｧｼﾘﾃｲ関連（水・空調など）
・防護服の着脱・職員健康管理・抗菌薬適正使用・洗浄消毒滅菌
・各種サーベイランス・ﾗｳﾝﾄﾞ、教育方法

脳卒中リハビリテーション

・発症、再発予防について
・急変対応
　脳卒中発症時やけいれん発作、意識障害出現時の対応
・日常生活ケアについて
　高次機能障害のある人や麻痺のある人の支援方法

手術看護

・術前術後ケア
・術中看護
・麻酔について
　麻酔の選択について、硬膜外麻酔の薬剤の選択について

クリティカルケア
・人工呼吸器管理
・重篤な状態にある患者のケア
　重症度、緊急度を臨床推論から判断する方法

重症集中ケア ・全身状態、病態のアセスメント

救急看護

・急変時の対応（BLS、ICLS）
　急変事例、急変につながる徴候、見逃してはいけない症状など
・多重課題（優先順位の考え方）
・呼吸ケア
　挿管管理、ECMOの看護
・災害看護

小児救急看護
・発達段階について
・急変時の対応
・虐待について

訪問看護

・訪問看護の役割や訪問看護師の実践内容（退院支援を通して）
・在宅環境の療養生活で利用できる社会資源
・地域との連携
　保健医療福祉関係者との連携、調整の実践方法

リエゾン精神看護

・せん妄
　リスクアセスメント、対応方法、認知症との違い
・暴力対策
　メンタルケアやハラスメント等、暴力行為のある不穏せん妄患者への対応
・精神科の薬物療法
　薬物の選択、使い分けについて

家族支援

・患者さんやご家族の病気や障害に関連して生じる悩みや葛藤に対するアプローチ
・患者さんやご家族が病気や障害に関連して生じる生活全般の相談やケアの実践につ
いて
・家族間や医療者間に生じている倫理的な問題への対応

がん看護
・意思決定支援
・アドバンストケアプランニング(ACP)

・フィジカルアセスメント
　異常所見の解釈と対応
　症例を用いた身体診察の実践と対応方法
・検査データの解釈とアセスメント
・臨床推論
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